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彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議

所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
社
会

に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
重

要
性
を
広
め
、障
害
者
雇
用
の

促
進
と
就
労
の
安
定
を
図
る

た
め
、障
害
者
雇
用
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
事
業
所
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
４
回
目
と
な
り
、審

査
の
結
果
、次
の
３
事
業
所
を

被
表
彰
事
業
所
と
し
て
決
定

し
、11
月
18
日
に
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課

☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◆
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン

製
造
株
式
会
社

　

半
導
体
製
造
装
置
・
液
晶
パ

ネ
ル
製
造
装
置
の
開
発
・
製
造

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。

　

従
業
員
数
２
、５
９
３
人
の

う
ち
42
人(

う
ち
重
度
障
害

者
は
７
人)

を
雇
用
し
て
い

ま
す
。

　

知
的
障
害
者
を
積
極
的
に

雇
用
し
、個
々
に
対
応
し
た
仕

事
の
内
容
や
作
業
形
態
の
整

備
な
ど
、働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
株
式
会
社
ナ
シ
ョ
ナ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

建
築
物
の
清
掃
管
理
業
務

や
施
設
保
全
業
務
、警
備
保
安

事
業
、
環
境
衛
生
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。

　

従
業
員
数
５
３
８
人(

常
用

雇
用
４
３
８
人
、
短
時
間
雇
用
１

０
０
人)

の
う
ち
10
人(

重
度
障

害
２
人
を
含
む
身
体
障
害
者
８

人
、知
的
障
害
２
人)

を
雇
用
し

ま
す
。

　

個
々
の
障
害
に
応
じ
就
業

場
所
や
作
業
の
内
容
の
配
慮

な
ど
、働
き
や
す
い
職
場
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
株
式
会
社
イ
チ
バ
ン
・

　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト(

パ
チ

ン
コ
事
業)

を
行
っ
て
い
る
事

業
所
で
す
。

　

従
業
員
１
７
２
人(

常
用
雇

用
１
２
３
人
、
短
時
間
雇
用
49

人)

の
う
ち
２
人(

知
的
障
害
者

１
人
、
精
神
障
害
者
１
人)

を
雇

用
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
特
性
や
本
人
の
状
況

を
踏
ま
え
た
見
学
や
実
習
、業

務
配
置
な
ど
、き
め
細
か
な
職

場
環
境
に
配
慮
す
る
な
ど
、職

場
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▲表彰式　左から３人目が大日本スクリーン製造㈱、同４人目が㈱ナショナ
ルメンテナンス、同５人目が㈱イチバン・コーポレーション

障害者雇用推進事業所を表彰しました
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「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
今
後

の
取
組
指
針
」
で
は
、「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
」

を
最
重
点
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、「
財
政
運
営
の
健
全

化
」「
歳
入
確
保
策
の
積
極
的
な
展
開
」「
効
率
的
・
効
果

的
な
行
政
体
制
の
整
備
」
を
三
本
柱
と
し
て
、
引
き
続
き

不
断
の
改
革
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
「
指
針
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
取
り
組
み
の
詳
し
い
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

財
政
健
全
化
法
を
踏
ま
え
た

財
政
運
営
の
推
進

♦
公
債
費
負
担
の
軽
減

　
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
公
債
費
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
し
た
。

企
業
会
計
・
特
別
会
計
の

健
全
化

♦
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
実
施

　
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
実
施

し
て
、
経
常
収
支
黒
字
化
、
資

金
不
足
の
解
消
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

♦
公
債
費
増
加
の
抑
制　

　
「
彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経

営
計
画
」「
公
営
企
業
経
営
健
全

化
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
新
規

起
債
の
抑
制
、
繰
上
償
還
の
実

施
な
ど
を
行
い
、
公
債
費
の
適

正
化
を
図
り
ま
し
た
。

♦
未
収
金
対
策

　

水
道
料
金
の
早
期
回
収
対
策

と
し
て
、
休
止
の
際
の
現
地
精

算
の
実
施
、
料
金
未
納
者
に
対

し
て
の
給
水
停
止
、
法
的
措
置

に
よ
る
支
払
督
促
申
立
の
実
施

を
行
い
ま
し
た
。

　

支
払
督
促
判
決
後
も
支
払
の

な
い
人
に
、
給
与
・
預
金
の
差

押
え
と
い
っ
た
強
制
執
行
の
申

立
な
ど
の
債
権
回
収
を
実
施
し
、

未
収
給
水
収
益
の
解
消
を
図
り

ま
し
た
。

♦
営
業
経
費
の
削
減

　
「
彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経

営
計
画
」
に
基
づ
き
、
人
件
費

以
外
の
経
常
経
費
を
当
初
予
算

の
５
％
を
削
減
し
た
り
、
内
部

事
務
の
効
率
化
等
を
図
っ
た
り

し
て
、
健
全
な
経
営
を
行
い
ま

し
た
。

♦
公
共
工
事
の
効
率
化

　

民
間
開
発
団
地
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
か
ら
公
共

下
水
道
へ
の
切
替
え
を
進
め
、

下
水
道
普
及
率
と
水
洗
化
率
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

補
助
金
・
交
付
金
の
見
直
し

♦
成
人
団
体
育
成
補
助
金
の
見
直

し　

彦
根
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
と
彦
根
市
地
域
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
へ
の
活
動
補
助
金
の

経
費
負
担
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

平
成
22
年
度
を
最
終
年
度
と
し

て
段
階
的
な
減
額
を
行
い
ま
し

た
。

♦
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
彦
根
校
実

行
委
員
会
負
担
金
の
見
直
し

　

実
行
委
員
会
経
費
の
節
減
を

行
う
こ
と
で
減
額
し
ま
し
た
。

経
営
改
革
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
2 2
年
度

♦
売
店
使
用
料
の
見
直
し

　

平
成
22
年
度
に
、
彦
根
城
内
の

売
店
な
ど
の
使
用
料
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
と

自
主
財
源
の
発
掘

♦
地
域
力
創
造
地
域
の
地
域
選
定

　

総
務
省
の
事
業
で
あ
る
「
地

域
力
創
造
対
策
」
に
、
平
成
22

年
度
、
湖
東
定
住
自
立
圏
を
構

成
す
る
１
市
４
町
で
地
域
力
創

造
計
画
を
策
定
、
県
知
事
に
よ

り
地
域
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
特
別
交
付
税
措
置
な

ど
の
各
種
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
自
動
販
売
機
設
置
に
か
か
る

　

一
般
競
争
入
札
の
実
施

　

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
財
産
の

「
目
的
外
使
用
許
可
」を
行
っ
て

設
置
し
て
い
た
自
動
販
売
機
を
、

一
部
施
設
で
行
政
財
産
の
貸
付

と
し
て
、
試
行
的
に
一
般
競
争

入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。（
既
存

設
置
４
台
、
新
規
設
置
４
台
）

	
	

	
	

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
の

　

見
直
し

　

入
会
負
担
の
見
直
し
を
行
っ

た
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
開
設
日
数
を
増
や
す
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
国
の
補
助
金
を
最
大
限
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
運
営
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

◆
映
画
撮
影
料
の
徴
収

　

こ
れ
ま
で
は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
を

期
待
し
て
使
用
料
を
減
免
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

可
能
な
限
り
徴
収
し
ま
し
た
。

行
政
評
価
を
反
映
し
た

施
策
の
見
直
し	 	

	
	

	
	

◆
誘
客
・
宣
伝
事
業

　

彦
根
市
単
独
事
業
の
一
部
を

「
び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
」
な

ど
に
よ
る
広
域
的
な
取
り
組
み

の
中
で
実
施
し
ま
し
た
。

職
員
の
定
数
管
理
と

組
織
力
の
向
上

◆
職
員
の
定
員
の
適
正
化

　
「
定
員
適
正
化
計
画
」に
基
づ

き
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
や
、

定
年
退
職
者
の
再
任
用
化
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
「
計
画
」
に
掲
げ
る
最
終
目

標
職
員
数
を
下
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
病
院
部
門

な
ど
で
の
増
員
配
置
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
増
員
と
な
り
ま

し
た
が
、
目
標
数
値
は
下
回
っ

て
い
ま
す
。

組
織
機
構
等
の
見
直
し

♦
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

新
た
な
総
合
計
画
の
具
現
化
に

向
け
、
施
策
・
事
業
が
機
能
的
に

展
開
で
き
る
よ
う
、
部
・
課
の
統

合
、
課
の
新
設
・
再
編
を
行
い
ま

し
た
。

　

●
下
水
道
部
と
水
道
部
の
統
合

●
市
民
交
流
課
と
人
権
政
策
課

の
統
合
、
保
険
料
課
の
新
設

●
危
機
管
理
室
と
文
化
振
興
室

の
独
立

民
間
活
力
の
活
用

♦
観
光
駐
車
場
設
置
事
業
の
一
本
化

財
政
運
営
の
健
全
化

歳
入
確
保
策
の
積
極
的
な
展
開

未
収
金
対
策
の
強
化

♦
未
収
金
対
策
の
強
化

　
「
彦
根
市
行
政
経
営
戦
略
会

議
」
で
、
未
収
金
対
策
を
彦
根

市
の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付

け
、
研
究
や
情
報
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
未
収
金
対
策
を
推
進

し
ま
し
た
。

市
有
財
産
の
適
正
管
理

♦
旧
彦
根
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金

亀
荘
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
へ
の
貸
付

　

平
成
21
年
度
に
改
修
し
た
旧

金
亀
荘
を
、
平
成
22
年
度
か
ら

市
内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
10
年
間
の
定
期
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
整
備	

	

　

現
在
、
６
つ
の
彦
根
市
観
光

駐
車
場
を
一
体
と
し
て
同
一
の

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
別
に

指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
京
橋

口
駐
車
場
を
含
め
、
７
つ
の
駐

車
場
を
一
本
化
し
て
指
定
管
理

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

	
	♦

指
定
管
理
者
に
よ
る

　

放
置
自
転
車
啓
発
業
務
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
は
、
職
員
が
行
っ

て
い
た
放
置
自
転
車
啓
発
業
務

を
、
指
定
管
理
者
の
業
務
に
追

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
日
３

回
の
立
ち
番
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
ま
で
よ
り
効
果
的
な
業
務
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
彦
根
駅
前
で
は
、
警

告
札
に
市
営
自
転
車
駐
車
場
の

Ｐ
Ｒ
を
記
載
す
る
な
ど
、
自
転

車
駐
車
場
管
理
運
営
業
務
と
関

連
し
て
実
施
が
で
き
ま
し
た
。

♦
公
民
館
子
ど
も
活
動
事
業
の
地

域
子
ど
も
教
室
へ
の
統
合

　

公
民
館
の
自
主
事
業
と
し
て

実
施
し
て
き
た
「
子
ど
も
活
動

事
業
」
を
、
地
域
の
人
材
を
指

導
員
と
し
て
実
施
す
る
「
地
域

子
ど
も
教
室
」
に
統
合
し
、
さ

ら
に
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

主
導
の
事
業
と
し
て
推
進
を
図

り
ま
し
た
。

	
	

透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
の
推
進	

◆
「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
の

実
施

　
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提

言
を
広
く
聴
き
、
対
話
の
行
政

を
進
め
る
た
め
に
、「
市
政
へ
の

意
見
・
提
言
」専
用
用
紙
の
広
報

ひ
こ
ね
（
７
月
１
日
号
・
12
月

１
日
号
）
へ
の
掲
載
や
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投
稿
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

◆
意
見
公
募
手
続
の
推
進　
　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
市
政

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

意
見
公
募
手
続
を
実
施
し
ま
し

た
。
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冬
も
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今

年
の
夏
の
電
力
不
足
を
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
関
西
電

力
管
内
で
は
、
こ
の
冬
に
お
い
て

も
、
電
力
の
需
給
状
況
が
非
常
に

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
の
節
電

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

節
電
目
標　

10
％
以
上

※
前
年
同
期
比
で
10
％
以
上
の
節

電
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　

12
月
19
日
㈪
～
平
成
24
年

３
月
23
日
㈮
の
平
日

※
平
日
で
も
年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
～
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
）
は

除
き
ま
す
。

時
間
帯　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
家
庭
で
の
重
点
取
組
時
間
帯　

午
後
６
時
～
同
９
時
）

家
庭
で
の
具
体
的
な
取
組
例

▼
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
電
気
を
用
い

た
暖
房
器
具
を
で
き
る
だ
け
使

用
せ
ず
、
ガ
ス
・
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
、
電
気
を
使
わ
な
い
暖

房
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、

重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
設
定
温

度
を
20
℃
以
下
に
下
げ
ま
し
ょ

う
。

▼
照
明
を
使
用
す
る
部
屋
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
、
不
要
な
照

明
の
消
灯
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
冷
蔵
庫
の
控
え
め
の
温
度
設
定

や
テ
レ
ビ
画
面
の
明
る
さ
の
「
控

電
気
自
動
車
を
導
入
し
ま
し
た

　

低
炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
す

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
彦
根

市
の
公
用
車
と
し
て
電
気
自
動
車

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

主
に
水
質
や
騒
音
と
い
っ
た
環

境
測
定
な
ど
の
調
査
用
務
や
、
公

害
に
関
す

る
問
い
合

わ
せ
な
ど

の
対
応
、工

場
の
立
ち

入
り
調
査

な
ど
環
境

に
関
係
し

た
業
務
を

中
心
に
使

用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
」

が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た

　　　

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
」
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
」
は
、視
覚

に
障
害
の
あ
る
人
の
移
動
支
援
や
、

学
校
な
ど
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

福
祉
教
育
学
習
で
の
「
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
学
習
」
の
協
力
な
ど
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
11
月
21
日
に
滋

賀
県
庁
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
22-

２
８
２
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

２
８
４
１
番 ▲視覚障害者ガイドヘル

パー「ウォーキング会」
の代表の夏原定雄さん

学校支援地域本部事業の紹介　②

　

　地域ぐるみで学校を支援し、子どもたちの学習活
動をより充実させる「学校支援地域本部事業」が地
域の皆さんの協力を得て、着々と進んでいます。
　特に、学校支援活動の総合的な連絡調整役として、
地域コーディネーターを配置し、地域の各種団体や
協力者の確保・登録、活動プログラムの企画などで
事業を推進しています。
　「学校支援ボランティア」として、「学校や子ども
たちを支援してみよう」と思った人は、最寄りの小・
中学校に連絡をお願いします。

問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課
　☎24-7974、FAX23-9190

　

保護者や地域の人の協力による取り組みの様子

地域の皆さんの力が学校を支えています

▲
◀
①
中
学
校
区
の

関
係
者･

学
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

議
、
②
学
習
支
援

の
様
子
、
③
図
書

室
の
本
を
使
い
や

す
く
整
理
す
る
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
」

を
紹
介
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
機
関
で
あ
る

「
彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会
」

で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
次

の
２
店
を
紹
介
し
ま
す
。

♦
ビ
ア
カ
フ
ェ　

PETER

（
ピ
ー

タ
ー
）

営
業
内
容　

飲
食
店（
地
ビ
ー
ル

と
一
品
料
理
を
中
心
と
し
た
ダ

イ
ニ
ン
グ
バ
ー
）

場
所　

佐
和
町
９-

30
（
佐
和
町

商
店
街
）

営
業
時
間　

午
前
11
時
～
午
後

11
時

定
休
日　

不
定
休

電
話　

☎
26-

２
６
２
５
番

♦
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ

＆
ス
ク
ー
ル　

	 R
oujuVert

（
ル
ー
ジ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
）

営
業
内
容　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー

を
施
し
た
小
物
販
売
・
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

場
所　

本
町
一
丁
目
11-

５-

７

（
四
番
町
ス
ク
エ
ア
）

営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

７
時

定
休
日　

月
・
火
曜
日

電
話　

☎
０
８
０-

３
０
０
６-

９
７
５
１
番

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
問

い
合
わ
せ
先　

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業

　

推
進
協
議
会
（
彦
根
商
工
会
議
所

　

内
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
26-

２
７
３
０
番

　特定（産業別）最低賃金・
　滋賀県最低賃金の改正のお知らせ

　　　（※金額は時間額）

▶特定（産業別）最低賃金　（12月31日㈯〜）
新繊維工業　　　　　　　７３６円
窯業・土石製品製造業　　８２１円
鉄鋼業　　　　　　　　　７７５円
一般機械器具製造業　　　８２２円
精密機械器具製造業　　　８０６円
電気機械器具製造業　　　８０４円
自動車・同附属品製造業　８２４円
各種商品小売業　　　　　７５１円
▶滋賀県最低賃金（10月20日〜）
　　　　　　　　　　　　　７０９円

問い合わせ先　彦根労働基準監督署
　☎22-0654、FAX26-0241

平
成
24
年
度

入
札
参
加
申
請
の
受
付

　

平
成
24
年
度
に
彦
根
市
が
発
注

す
る
「
物
品
供
給
等
」「
そ
の
他
委

託
等
業
務
」「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
」「
建
設
工
事
」

の
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

受
付
期
間　

　

次
の
各
期
間
内
の
月
・
火
・
水

曜
日
に
行
い
ま
す
。

▼
物
品
供
給
等　

平
成
24
年
１
月

10
日
㈫
～
同
30
日
㈪

対
象　

参
加
を
希
望
す
る
全
て

の
人
…
更
新
・
新
規
申
請
の

受
付

▼
そ
の
他
委
託
等
業
務　

平
成
24

年
１
月
31
日
㈫
～
２
月
８
日
㈬

対
象　

♦
市
内
業
者
（
市
内
営
業
所
登
録

を
含
む
）
の
人
…
更
新
・
新
規

申
請
の
受
付

♦
市
外
業
者
…
新
規
申
請
（
追

加
分
）
の
み
の
受
付
。
中
間

年
の
た
め
、
平
成
23
年
度
に

登
録
し
た
人
は
、
今
回
の
申

請
は
不
要

▼
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務　

平
成
24
年
２
月
13
日

㈪
～
同
15
日
㈬

対
象　
「
そ
の
他
委
託
等
業
務
」

と
同
じ　

▼
建
設
工
事　

平
成
24
年
２
月
20

日
㈪
～
３
月
７
日
㈬

対
象　
「
そ
の
他
委
託
等
業
務
」

と
同
じ　

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
同
11
時

30
分
、
午
後
１
時
～
同
４
時

受
付
場
所　

契
約
監
理
室（
市
役

所
別
館
２
階
）

申
請
書
な
ど
の
交
付
場
所
・
開
始

日　

契
約
監
理
室
の
窓
口　

平

　

成
24
年
１
月
５
日
㈭
～

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

注
意
事
項　

受
付
期
間
内
に
申
請

が
な
い
場
合
は
、
平
成
24
年
度

の
入
札
参
加
資
格
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
　

資
格
の
期
限
切
れ
に
伴
う
通

知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

市
内
・
県
内
業
者
は
、

契
約
監
理
室
に
書
類
を
持
っ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

県
外
業
者
は
、
郵
送
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
受
付
期
限
は
、各

受
付
期
間
の
最
終
日（
当
日
消
印

有
効
）。

問
い
合
わ
せ
先　

契
約
監
理
室

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
７
番

え
め
設
定
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
ガ
ス
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
換
気
や

火
の
始
末
に
特
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
健
康
上

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
支

給
し
て
い
ま
す

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
邦
か
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
で
の
戦
後
強
制
抑

留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
現

在
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

の
人
で
す
。

　

請
求
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
請
求
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
す
で
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ

れ
た
人
は
、
再
度
の
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
期
限　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業

部
特
別
給
付
金
認
定
担
当
☎
０

５
７
０-

０
５
９-

２
０
４
番
、受

付
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

▶
導
入
し
た
電
気
自
動

車
（
手
前
）

③

②
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申
し
込
み
の
手
続
き

　

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
、「
彦
根

市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」	

（
上
・
下
水
道
料
金
の
手
続
き
の
場
合

は
、「
彦
根
市
上
下
水
道
料
金
口
座
振

替
依
頼
書
」）、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳

使
用
印
鑑
を
持
っ
て
い
き
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
担
当
課
、

出
納

室
（
市
役
所
１
階
）、
市
内
の
各
金

融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　

次
の
金
融
機
関
の
、
本
・
各
支

店
（
市
外
の
店
舗
を
含
む
）
で
取
り

扱
い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
り
そ
な
銀
行

▼
滋
賀
中
央
信
用
金
庫

▼
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
京
都
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
※
）

▽
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

▽
市
営
住
宅
家
賃

▽
上
・
下
水
道
料
金

▽
し
尿
処
理
手
数
料

▽
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

▽
農
村
下
水
道
使
用
料

▽
保
育
料
（
保
育
所
）

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

※
普
通
徴
収
…
自
ら
が
彦
根
市
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納
め

る
こ
と

納
期
と
振
替
日

　

科
目
ご
と
の
納
期
は
、
下
の
一

覧
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
原

則
と
し
て
、
各
納
期
月
の
最
終
日

に
振
り
替
え
ま
す
。

領
収
の
確
認

　

原
則
と
し
て
、
領
収
通
知
書
の

発
行
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
領
収

は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
な
ど
に

よ
り
、
振
替
済
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
を
利

用
し
て
い
る
人
で
、
車
検
が
必
要

な
車
種
の
所
有
者
に
は
、
車
検
用

納
税
証
明
書
を
送
り
ま
す
。

　

領
収
通
知
書
の
送
付
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
各
担
当
課
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
①
②
③
（

納
税

課
☎
30-

６
１
０
９
番
）、
④
⑤

⑥（
保
険
料
課
☎
30-

６
１
４
５

番
）、
⑦
（

住
宅
管
理
室
☎
30-

６
１
２
３
番
）、
⑧
（
彦
根
市
上

下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
上

下
水
道
業
務
課
上
水
道
業
務
係
☎

22-

２
７
２
２
番
）、
⑨
（

生
活

環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
）、
⑩

（

上
下
水
道
業
務
課
下
水
道
業
務

係
☎
22-

５
４
５
８
番
）、
⑪
（

農
林
水
産
課
☎
30-

６
１
１
８
番
）、

⑫
⑬（
子
育
て
支
援
課
☎
23-

９

５
９
７
番
）

　「
平
日
の
昼
間
に
は
、金
融
機
関
に
行
く
時

間
が
な
い
」「
つ
い
つ
い
納
付
期
限
を
忘
れ
て

し
ま
う
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
便
利
な
口
座

振
替
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
な
ら
、
納
期
ご
と
に
窓
口
へ
出

向
い
て
い
た
だ
く
必
要
も
、
納
め
忘
れ
の
心

配
も
な
く
、
安
心
で
す
。
一
度
申
し
込
み
の

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
翌
年
以
降
も
継
続

し
て
自
動
振
替
さ
れ
ま
す
。

期
限
は
１
月
31
日
㈫
で
す

償
却
資
産
の
申
告
を

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
使
う
こ
と
の
で
き
る
土
地
・
家

屋
以
外
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
で
定
め
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
資
産
（
※
）
で
す
。（
左
の
表

参
照
）

　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
用

資
産
（
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含

む
）
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
、
そ

の
償
却
資
産
の
所
在
地
、種
類
、数

量
、
取
得
時
期
、
取
得
価
額
、
耐

用
年
数
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
、
法
人

税
ま
た
は
所
得
税
を
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
が
所
有
す
る
資
産

を
含
み
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
で
申
告
で
き
ま
す

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
り
、
郵
送
し

た
り
す
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
自
治
体
へ
の
申
告

も
一
度
の
送
信
で
で
き
ま
す
。
詳

し
い
申
告
方
法
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w.

eltax.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、将
来
の「
老

齢
基
礎
年
金
」「
障
害
基
礎
年
金
」

「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、１
か
月
１
万
５
、０
２
０

円
で
す
。納
め
た
保
険
料
は
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い

人
は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

至
急
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
手

間
の
か
か
ら
な
い
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番
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彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

　

上
下
水
道
部
で
は
、
窓
口

開
設
日
や
営
業
時
間
の
拡
大
な

ど
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、

業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
し
、

彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

委
託
事
業
者　

㈱
エ
コ
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
（
開

栓
・
閉
栓
）・
名
義
変
更
の
お

申
し
込
み

②
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
お
支
払
い

③
検
針
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ　

な
ど

窓
口
開
設
時
間　

月
～
金
曜
日

は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

午
前
９
時
～
午
後
５
時

積雪時の検針にご協力を
　積雪時は、メーターボックスの上の雪を取り除
いてください。メーターボックスの上には、物を
絶対に置かないようにしていただき、検針にご協
力をお願いします。
◎水道を使用する人は、市条例の規定により、善
良な管理をしていただくことになっています。

給水工事について
　家屋などの新築、改築に伴って、水道給水装置
工事（新設・増設・改造）をするときや、建築工事
などによる臨時の給水をするときは、必ず着工前
に、指定工事事業者を通じて 上水道工務課への
給水申し込みをしてください。

開栓・閉栓の手続きについて
　転居などにより、水道の開栓・閉栓をされると
きは、彦根市上下水道料金お客様サービスセン
ター（㈱エコシティサービス、※連絡先は下の案内図
に記載）へ連絡してください。３日前までに手続
きをお願いします。
　
水道料金のお支払いについて
　水道事業は、水道を使用されるお客様からお支
払いいただく水道料金によって成り立っていま
す。お支払いいただけないと、給水をお断りしま
すので、必ず期限内にお支払いください。
　期限内にお支払いがない場合、料金とは別に手
数料が加算されます。督促を放置されますと、簡
易裁判所への支払督促の申立を行います。	

上 下 水 道 部 か ら の お 願 い

平成23年10月までの給水停止実施および
裁判所への申し立て件数	
給水停止実施件数（平成23年度分）　209件
支払督促申立実績件数（累計）　　　			137件
差押申立実績件数（累計）　　　　　			２5件

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
以

下　

指
定
工
事
事
業
者
）
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
敷
地
内
の
修
理
は
、
必
ず
指
定

工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、お

客
様
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
年
末
年
始
は
、各
指
定
工
事
事

業
者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
給

水
装
置
の
事
故
は
、
特
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

け
て
氷
を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
水
道
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が

破
裂
し
た
と
き
は

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
や
テ
ー
プ
を
巻
い

て
応
急
手
当
を
し
、
彦
根
市
指

防
寒
の
し
か
た

　

保
温
材
を
蛇
口
の
と
こ
ろ
ま

で
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
毛
布
・
布

な
ど
を
保
温
材
と
し
て
利
用
し

た
と
き
は
、そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
り
つ
い
て
水

が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道

業
務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

●
水
道
の
給
水
に
関
す
る
工
事

は
、
法
令
の
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
水
道

法
や
彦
根
市
の
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
工
事
事
業
者
が
、

施
工
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
指
定
工
事
事
業
者
名
は
、彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
下
水
道

部
：
上
水
道
に
関
す
る
こ
と
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

年
明
ビ
ル
の

２
階
で
す

彦
根
市
上
下
水
道
料
金

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

脳
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
疾
病
予
防

を
推
進
す
る
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

脳
の
病
気
の
多
く
は
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
の
定
期
的
な

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
員　

１
日
１
人

健
診
料
金　

２
万
８
、
５
０
０
円

（
健
診
当
日
に
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
）

※
健
診
料
金
の
助
成
は
、
病
院
で

は
な
く
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

組
合
や
お
勤
め
先
の
事
業
所
な

ど
に
事
前
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
付　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
検
査
機
器
の
事
情
に
よ
り
、
受

入
人
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

１
日
１
人
の
み
の
健
診
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。（
ご
希
望

の
日
に
ご
予
約
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
受
診
や

ご
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い　

　

脳
ド
ッ
ク
は
、
通
常
の
人
間

ド
ッ
ク
と
は
別
の
も
の
で
す
。

❶
人
間
ド
ッ
ク
と
同
日
の
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

❷
ご
予
約
は
人
間
ド
ッ
ク
と
は
別

に
承
り
ま
す
。

❸
料
金
は
人
間
ド
ッ
ク
と
は
別
料

金
に
な
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー　

☎
22-

６
０
５
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

６
０
５
４
番
、
Ｅ
メ
ー

ルkenshin@
m

unicipal-hp.
hikone.shiga.jp

脳ドックとは
　
　
　脳ドックは、脳の状
態を知り、これから発
生するかもしれない脳
の病気を予防するため
の健康診断です。
　市立病院の脳ドック
は、脳の画像診断を行
うことによって、未発
症の脳血管疾患や脳

のう

梗
こう

塞
そく

、またその危険因子
を発見しようとするも
のです。
※健診の結果、診察が
必要な場合は、後日
の受診を案内します。

みずほ文化センター　パントマイム公演

　空間の詩人・清水きよし　「ＫＡＭＥＮ」
　
　悲喜二面の創作面を使い演じる異色の作品。喜
怒哀楽、さまざまな表情を見せる仮面の演技が見
ものです。生演奏でお届けします。

日時　平成24年2月24日㈮　19：00開演（18：30開場）
場所　みずほ文化センター多目的ホール（田原町）
入場料　前売1,000円、当日1,200円（全席自由）
入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね市文化
プラザチケットセンター、平和堂アル・プラザ彦
根くらしのサービスセンター、ビバシティ平和堂
くらしのサービスセンター
※未就学児の入場はご遠慮ください。

問い合わせ先　みずほ文化センター☎43-8111、
FAX43-8112

お
越
し
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
場
　

　
　
　
　
日
曜
市

　

卸
売
市
場
を
開
放
し
ま

す
。当
日
先
着
５
０
０
人
に

粗
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈰　

午

前
９
時
～
正
午

場
所　

彦
根
総
合
地
方
卸

売
市
場　
（
安
食
中
町
）

内
容　

新
鮮
生
さ
ん
ま
の

つ
か
み
取
り
、
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
、
地
場
野
菜

の
特
売
、
模
擬
店
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
総

合
地
方
卸
売
市
場
㈱
☎

25-

２
５
１
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

１
７
１
８
番

エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
畑
」
を
同
時
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
銀
座

町
）
☎
26-

４
８
１
０
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）。
受
付
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
木
・
日
曜
日
、
祝
日
は

休
み
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
載
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
調
製

さ
れ
ま
す
。
選
挙
人
の
資
格
が
あ

る
人
は
、
こ
の
名
簿
へ
の
登
載
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
に
あ
り

ま
す
。

資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
20

歳
以
上
（
平
成
24
年
３
月
31
日
現

在
）
で
、

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

②　

①
の
人
と
同
居
す
る
親
族

（
６
親
等
以
内
）
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
・
社
員
・
株
主
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
人

申
請
期
限　

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫

申
請
書
提
出
先　

農
業
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番
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協会事務局☎24-5564（田中方）

〈対象〉　仕事などで昼間に保護者が保育できない、原則
として小学１〜３年生の児童　〈開設期間〉　　▶①学年末
休暇期間　	平成24年３月26日㈪〜同31日㈯　	②学
年始休暇期間　 ４月２日㈪〜同９日㈪　　　　①②は	
8	：30〜18：30　▶③平成24年度　４月２日㈪〜平
成25年３月30日㈯　　　　平日　放課後〜18	：	30、
土曜日・振替休日・長期休暇（夏・冬・春）　8：30〜18：
30　〈一人当たり負担金〉　①②は3,000円、③は6,000
円	（月額）　※学級費が別途必要。　〈注意事項〉　通年の申
込で平成24年３月末まで在籍している人や、４月２日か
ら入会する人は、負担金3,000円は不要。夏季休暇・土
曜日利用は、別途必要。場所・定員は各放課後児童クラ
ブによって異なります。　〈申込期間〉　平成24年１月４日
㈬〜同16日㈪　〈申込方法〉　①②③とも、入会を希望す
る放課後児童クラブに申し込んでください。　〈その
他〉　詳しくは各小学校内の放課後児童クラブにある	「入
会のしおり」をご覧ください。　〈問い合わせ先〉 子育
て支援課☎23-9597、FAX26-1768

〈内容〉みそ作り（樽詰め・約４kg）を体験します。熟成
（平成24年８月頃まで）は各家庭で行っていただきます。
〈日時〉　平成24年１月28日㈯または１月29日㈰　いず
れも13：30〜16：00　〈場所〉グリーンピアひこね
（清崎町）　〈定員〉　各20組（先着順）※親子も可。　〈参加
費〉１組　2,000円　〈持ち物〉エプロン、三角巾　〈申込
期限〉平成24年１月11日㈬　〈申込・問い合わせ先〉
電話かファクスで、グリーンピアひこね☎25-3909、
FAX25-3972

※駐車場での駐車時間は、30〜40分間です。

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日に実
施します）

※収集の状況によって、収集日は3日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

1月前半

4日㈬

5日㈭

6日㈮

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

小泉（開出）、山之脇、芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、大藪、
竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地、宇尾
芹川（北、千鳥ヶ丘）、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、
開出今、後三条（下）、宇尾、清崎（西、清崎団地）
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、立花、
中央（第２・３部）、中藪一丁目、開出今、竹ケ鼻、宇尾、賀
田山（大山、小山、茂賀、小田部）
元、船、旭、金亀、尾末、中藪、京町一丁目、京町二丁目、
京町三丁目、城町二丁目、栄町二丁目、馬場一丁目、馬場二
丁目、長曽根、正法寺（太平団地）、開出今、清崎（東、西）、
彦富（笹田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）
大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、和田、
佐和、小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、開出今、甘呂、
彦富（笹田団地を除く）
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後
三条（上）、岡、東沼波										、小泉、平田（南、中）、甘呂、彦富（笹
田団地を除く）
鳥居本地区、西沼波（出屋敷）、東沼波、日夏、出路、田原、田附、
金田、石寺（上、下）、岡部（上、下）、稲部（稲部）、稲枝（西）、
服部

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【平成24年１月前半】

図書館休館日
（1月前半）

1日（日・祝）〜４日㈬、
9日　（　月・祝）

6日㈮

7日㈯

5日㈭

10日㈫

11日㈬

12日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権 •福祉交流会館（WAっとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００	

１３：2０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

13日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

14日㈯
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

 

　市　民　環　境　ス　ク　ー　ル

〈内容〉私たちの周りの身近な環境、特に水環境につい
て、見つめ直し、環境問題を一緒に考えませんか。水に
関する環境問題について、さまざまな角度から学ぶ講座
です。			〈対象〉　市内在住の人　〈定員〉　20人（先着順）　〈申
込期間〉12月16日㈮〜平成24年1月20日㈮　　　　　　

〈参加費〉無料。ただし2月24日㈮のフィールドワーク
では昼食代は自己負担となります。　〈その他〉　原則とし
て、全ての講座に出席してください。　〈申込・問い合わ
せ先〉彦根市環境保全指導員連絡会議事務局（ 生活環
境課内）☎30-6116、FAX27-0395

　みそ作り体験

　春休み・平成24年度　放課後児童クラブ

に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
法
律
の
中
で「
公
営
住

宅
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
入

居
資
格
の
一
部
を
彦
根
市
の
条
例

で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
彦
根
市
で

も
条
例
に
お
い
て
入
居
資
格
を
定

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に
整

理
し
た
う
え
で
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

　

彦
根
市
の
市
営
住
宅
の
管
理
運

営
は
、「
公
営
住
宅
法
」「
彦
根
市

営
住
宅
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
行
っ
て
い

ま
す
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
の
一
環
と

し
て
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

意
見
公
募
手
続
制
度

彦
根
市
営
住
宅
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
素

案
）

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

素
案
の
公
開
場
所　

住
宅
管
理

室
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、支
所
、各

出
張
所

提
出
期
限　

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫

提
出
方
法　

住
宅
管
理
室
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

住
宅

管
理
室（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル	 jutaku@

m
a.city.

hikone.shiga.jp　

時	間

時	間
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今
回
は
、
戦
国
時
代
の
合
戦
を

紹
介
し
ま
す
。
紹
介
す
る
合
戦
は
、

宇
曽
川
の
南
岸
（
野
良
田
町
の
東
南

一
帯
）
で
、
北
の
浅
井
長
政
と
南

の
六
角
承
禎
（
義よ

し

賢か
た

）
が
地
元
の
土ど

豪ご
う

た
ち
を
巻
き
込
ん
で
争
っ
た
大お

お

戦い
く
さで
、
一
般
に｢

野
良
田
表
の
合

戦｣

と
称
し
て
い
ま
す
。

肥
田
城
の
水
攻
め

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
触
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、「
野
良
田
表
の
合

戦
」
の
前ぜ

ん

哨し
ょ
う

戦せ
ん

な
の
で
、
簡
単
に

振
り
返
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
は
、「
野

良
田
表
の
合
戦
」
の
前
年
で
あ
る

永え
い

禄ろ
く

２
年
（
１
５
５
９
）
に
起
き

ま
し
た
。
肥
田
城
は
六
角
氏
の
命

に
よ
り
築
か
れ
た
高
野
瀬
氏
代
々

の
平へ

い

地ち

城じ
ょ
う

館か
ん

で
す
が
、
高
野
瀬
秀ひ

で

隆た
か

の
代
に
浅
井
氏
に
通
じ
た
た
め
、

六
角
承
禎
の
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

肥
田
城
の
守
り
は
堅
く
、
そ
こ
で

一
計
を
案
じ
た
承
禎
は
、
城
の
下

手
一
帯
に
堤つ

つ
み
を
築
き（
図
参
照
）、近

く
の
宇
曽
川
や
愛
知
川
の
水
を
堰せ

き
入
れ
る
と
い
う
挙
に
出
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
で

す
。

　

水
攻
め
に
よ
り
城
中
も
水
浸
し

と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
洪
水

に
よ
り
堤
が
切
れ
、
水
攻
め
は
失

敗
に
終
わ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
築
か
れ
た
堤
は
、
近
年

の
ほ
場
整
備
で
無
く
な
る
ま
で
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

野
良
田
表
の
合
戦

　

水
攻
め
の
失
敗
に
よ
り
、
一
時

は
退
却
し
た
六
角
承
禎
で
す
が
、

翌
年
８
月
、
再
び
軍
を
整
え
て
高

野
瀬
秀
隆
を
攻
め
ま
す
。
秀
隆
か

ら
知
ら
せ
を
聞
い
た
浅
井
長
政
は
、

野
良
田
表
で
相
対
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
『
江ご

う

濃の
う

記き

』（
近
江
と
美
濃
の
戦
国

時
代
の
抗
争
を
記
し
た
書
物
）
に
よ

る
と
、
浅
井
方
は
先
手
が
百ど

ど々

内く
ら

▲野良田町の東一帯に弧状に描かれた、水攻めの堤跡（明治初
年に描かれた「愛知郡肥田村画図」部分）

蔵の

助す
け

・
磯い

そ

野の

丹た
ん

波ば
の

守か
み

・
丁よ

う

野の

若わ
か

狭さ
の

守か
み

、
後
手
に
は
浅
井
長
政
が
諸
将

を
率ひ

き

い
ま
し
た
。
一
方
、
六
角
方

は
先
手
を
蒲が

も

生う

右う

兵へ

衛え

大だ

夫ゆ
う

・
長な

が

原は
ら

太た

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

、
進し

ん

藤ど
う

山や
ま

城し
ろ

守の
か
み・

池
田
次
郎
左
衛
門
ら
が
務
め
、
後

手
に
は
楢な

ら

崎さ
き

壱い

岐き

守の
か
み・
田
中
治じ

部ぶ

大だ

夫ゆ
う

、
そ
し
て
六
角
承
禎
自
ら
が

指
揮
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

戦
は
、
先
手
の
百
々
内
蔵
助
と

蒲
生
右
兵
衛
大
夫
に
よ
っ
て
火ひ

蓋ぶ
た

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
、
両
者
は
互
角
の
闘
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
が
、
や
が
て
六
角
方

の
側
面
攻
撃
が
加
わ
っ
て
百
々
内

蔵
助
は
討う

ち

死じ
に

。
こ
の
こ
と
を
知
っ

た
長
政
は
味
方
に
檄げ

き

を
飛
ば
し
、

総
攻
撃
を
命
じ
ま
し
た
。
長
政
自

ら
が
先
頭
に
立
ち
、
野
良
田
一
帯

が
大
戦
場
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、

や
が
て
六
角
方
は
総
崩く

ず

れ
と
な
っ

て
敗
走
し
ま
し
た
。

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
と
「
野
良

田
表
の
合
戦
」
の
２
度
の
勝
利
に

よ
り
、
浅
井
長
政
は
犬
上
・
愛え

知ち

の
２
郡
を
手
中
に
納
め
、
湖
東
平

野
に
大
き
く
勢
力
を
伸
張
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９

番
、
Ｅ
メ
ー
ル:	 bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp	

　

破
産
し
た
フ
ジ
ノ
石
油
㈱
の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
洗
車
会

員
券
な
ど
に
つ
い
て
、
還
付
手

続
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

フ
ジ
ノ
石
油
㈱
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
出
書

申
出
書
は
、

生
活
環
境
課

の
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
近
畿

財
務
局
や
近
畿
財
務
局
大
津

財
務
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
出
方
法

　

申
出
書
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

申
出
書
の
提
出
先

▼
郵
送
受
付　

近
畿
財
務
局

理
財
部
金
融
監
督
第
３
課

（
〒
５
４
０-

８
５
５
０　

大

阪
市
中
央
区
大
手
前
４
丁
目
１

-

76
）

▼
直
接
受
付　

近
畿
財
務
局
大

津
財
務
事
務
所
理
財
課
（
大

津
市
京
町
３
丁
目
１-

１　

大

年
末
年
始
の
歯
科
診
療

　　

彦
根
歯
科
医
師
会
で
は
、

12
月
29
日
㈭
～
平
成
24
年
１

月
３
日
㈫
の
年
末
年
始
の
間
、

次
の
医
院
が

当
番
医
と
し

て
診
療
さ
れ

ま
す
。

堤つ
つ
み　

里り

奈な

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
５
年
）（
応
募
時
）

 

思
い
や
り

 

心
の
ラ
ン
プ
に

 

灯
を
と
も
す

津
び
わ
湖
合
同
庁
舎
７
階
）、受
付

時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
㈭
～
平
成
24
年

１
月
３
日
㈫
）
は
除
き
ま
す
。

※
直
接
受
付
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
郵
送
で
の
申

出
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
出
期
限　

　

平
成
24
年
２
月
３
日
㈮

注
意
事
項

▼
期
限
が
過
ぎ
た
後
の
申
出
は
、

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

▼
実
際
の
還
付
ま
で
に
は
、
相
当

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

近
畿
財
務
局
理
財
部
金
融
監

督
第
３
課
☎
06-

６
９
４
９

-

６
３
７
１
番
、
近
畿
財
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	 http://

kinki.m
of.go.jp/

近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事
務
所

理
財
課
☎
０
７
７-

５
２
２

-

４
３
６
２
番
、
近
畿
財
務

局
大
津
財
務
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://kinki.m

of.
go.jp/239.htm

l

はーとふるメッセージ
２０１０

特
選
作
品
紹
介　

第
６
回

現
在
の
野
良
田
町

堤 跡

宇
曽
川

肥田城跡
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川
中
優
空
ち
ゃ
ん

（
西
沼
波
町
）

寺
田
絢
翔
ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

中
橋
惟
紗
斗
ち
ゃ
ん

（
小
泉
町
）

か
わ
　
な
か
　 

ゆ
　
　
ら

な
か  

は
し   

い    

さ    

と

て
ら
　 

だ
　   

あ
や
　
と

ひこね元気計画21
推進中！
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市
役
所
は
、
12
月
29
日
㈭
か
ら

平
成
24
年
１
月
３
日
㈫
ま
で
業
務

を
休
み
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
各

種
証
明
書
な
ど
の
発
行
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
要
な
人
は
、
12
月
28
日

㈬
ま
で
に
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
出
生
・
死
亡
（
埋
火
葬

許
可
証
の
交
付
は
、午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）・
婚
姻
な
ど

の
戸
籍
の
届
出
（
住
所
異
動
の
届
出

は
除
く
）
は
、休
み
期
間
中
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
当
直
職
員
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病

院
業
務
な
ど
は
上
の
表
の
と
お
り

で
す
。

納
付
受
付
機
関
が
異
な
り
ま
す

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
の
受

付
と
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
納
付
は
、
上
下
水
道
料
金
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

い
ま
す
。
市
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
し
尿
処
理
手
数
料
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
納
付

は
、
彦
根
市
が
指
定
し
て
い
る
金

融
機
関
（
納
付
書
裏
面
な
ど
に
記
載
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
金
融
機
関
ご

と
の
営
業
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
利
用
が
可
能
な
納
付
書
で
あ
れ

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

12
月
23
日

（金・祝）
と
、
12
月
28
日
㈬

ま
で
は
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

12
月
29
日
㈭
は
、
木
曜
日
収
集
の

地
域
で
「
燃
や
す
ご
み
」「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
み
収
集
し

ま
す
。
12
月
30
日
㈮
は
、「
燃
や
す

ご
み
」
は
金
曜
日
収
集
の
地
域
を

収
集
し
ま
す
が
、「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　

両
日
と
も
「
埋
立
ご
み
」「
缶
・

金
属
類
、
び
ん
」
の
収
集
は
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、「
ご
み
等
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

お
早
め
に

　

家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す
ご
み
」

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
缶
・

金
属
類
、
び
ん
」
は
地
域
の
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
粗
大
ご

み
等
の
直
接
搬
入
は
、
正
し
く
分

別
し
、
降
ろ
し
や
す
く
し
て
く
だ

さ
い
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
早

い
時
期
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中
山
投
棄
場
へ
の
搬
入
に
は

許
可
書
が
必
要
で
す

　
「
埋
立
ご
み
」
は
、
中
山
投
棄
場

で
取
り
扱
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン

タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各

出
張
所
で
事
前
に
許
可
書
の
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。


